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　　　　　　　　　　北小学校で入学式

　北小学校の入学式が4月8日に行われ、74名の子どもたぢが入学しました。

式終了後、1年1組の37名の生徒は緊張の面持ちで教室に入りましたが、先
生と歌をうたったり、肩をもみあってすぐにお友だち。子どもたちは、きっと

楽しい小学校生活が送れることだと思います。



か
つ
て
わ
た
し
た
ち
は
あ
ま
り
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

暮
ら
し
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
も
の
を
大

切
に
使
い
、
な
る
べ
く
捨
て
る
こ
と
な
く
、
　
「
生
か

し
て
使
う
、
直
し
て
使
う
」
知
恵
を
つ
ち
か
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉

も
ご
く
当
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
や
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
モ
ノ

が
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
ま
す
。
次
か
ら
次
へ
と
新
製
品

が
つ
く
り
出
さ
れ
、
な
か
に
は
一
度
も
使
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
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に必要なモノかどうか。使い終

るものかどうかに気をつける。

鍵亀
買いたいモノが本当

った後すぐゴミにな

使用しているモノを途中で捨てたりしないで、最後

まで使いきる。

消
費
生
活
を
営
む
わ
た
し
た
ち
は
、
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ゴ
ミ
減
ら
ー

し
を
積
極
的
に
す
す
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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捨てる前にもう一度使えないか考えてみる。

ゴミとして捨てる時はしっかり分別をする。

　　　　分別は

ゴミ減らしの基本です6

『資源はいつかはゴミになりま

す。ゴミは分ければ必ず資源に
なります。』

　　　　　嗣
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　くらしの中で不用となったモノが、

資源となるかゴミとして埋められてし

まうかは、ゴミを捨てる時に決まりま

す。ゴミの中にはまだまだ使える資源

が眠っていることを考えれば、資源と

ゴミを徹底的に分別することで、ゴミ

は確実に減っていきます。



　
　
、

ゴ
ミ
を
出
す
時
の

お
ね
が
い

　
ゴ
ミ
は
収
集
場
所
に
出
し
て
し
ま
い

さ
え
す
れ
ば
す
べ
て
が
片
付
い
て
し
ま

う
と
、
わ
た
し
た
ち
は
思
い
が
ち
で
す
。

確
か
に
収
集
車
に
積
み
込
ま
れ
れ
ば
、

ゴ
ミ
は
目
の
前
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や

針
や
釘
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
が
入
っ
て

お
り
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
危
険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
収
集
す
る
人
び
と
は
、

い
つ
も
そ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。　

ゴ
ミ
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
ゴ
ミ
処
理

事
業
に
円
滑
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収集日一覧表廃棄物（生ごみ・不燃物）
★生ゴミは町指定の紙袋に入れて出して下さい。

生燃

ゴえ

ミ　る

　ゴ

　ミ

収集地区 収　　　集　　　日 収集地区 収　　　集　　　日 収集地区 収　　　集　　　日 収箏地区 収　　　集　　　日

成沢（上） 毎週火曜日と金曜日 上新田 毎週水曜日と土曜日 柴・千代 毎週水曜日と土曜日 板　　井 毎週月曜日と木曜日

成沢（下） 〃火曜日と土曜日 上押切 〃水曜日と土曜日 須賀広 〃月曜日と木曜日 パークシテイ 〃月曜日と木曜日

御正新田 〃火曜日と土曜日 下押切 〃水曜日と土曜日 野　　原 〃月曜日と木曜日

御正新田一部 〃火曜日と金曜日 樋春南 〃水曜日と土曜日 小江川 〃月曜日と木曜日

三　本i〃水曜日と土曜日 樋春北 〃水曜日と土曜日 塩 〃月曜日と木曜日

　　　　　　ゼヅタイに《

　　　　　　出さ合・・で
　　　騰，、・　ぐださい／
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不
燃
物
危
険
物
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ

収　集　地　区 4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月

成沢（上） 2（木）16（湘 6（オ姐9（火） 1（月）16（火） 2（木）20（月） 3（目）18㈹ 1（火）16（掬

上押切・下押切

樋春北・樋春南 6（月〉20（月） 8㈹21（木） 3（水）18（木） 6（月）22（水） 5（水）20（木） 3（木）18働

御正新田（上）

三　本 7（火）21（火） 11（月〉22（翁 4（木）19（金〉 7（火）23（木） 6休）21（金） 4働21（月）

板　井・　柴

千　代 9（木）23（木〉 12（火）25（月） 8（月）22（月） 9（木）27（月） 7働24（月） 7（月）24（木）

野　原・須賀広

パークシティ 10㈹24③ 14（木）26（火） 9（火）23（火） 10働28（火） 10（月）25（火） 8欧）25働

小　江　川

　塩
13（月）27（月） 15働27休） 11（お25（木） 13（月）29休） 11αり27（木） 10（木）28（月）

御正新田（下）

成沢下・上新田 15（水）30（木） 18（月）29働 15（月）29（月） 16（木）31㈹ 17（月）31（月） 14（月）30休）

ゼヅタィに殊
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い
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合
さ

さ
だ

出
ぐ

お願い）清掃センターは、日曜日及び祝祭日が休みのため、生ゴミの収集ができません。ご理解とご協力をお願いいたします。
3）



爆
発
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
燃

え
な
い
ゴ
ミ
（
あ
き
缶
・
ガ
ラ
ス
ビ
ン

・
金
物
な
ど
）
を
処
理
す
る
、
大
里
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
二
月
七

日
午
後
三
時
十
五
分
ご
ろ
爆
発
事
故
が

発
生
し
、
処
理
施
設
に
大
き
な
被
害
が

で
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
被
害
状
況

　
ゴ
ミ
の
破
砕
機
や
コ
ン
ベ
ヤ
を
破
損

し
て
、
被
害
金
額
は
三
千
六
百
万
円
そ

し
て
、
修
理
に
要
す
る
期
間
は
三
月
十

日
ま
で
の
約
一
ヵ
月
間
と
な
り
、
こ
の

間
使
用
不
能
と
な
る
大
き
な
事
故
で
す
。

　
　
事
故
の
影
響

　
こ
の
事
故
に
と
も
な
い
、
処
理
不
能役場駐車場にストックされたゴミの山

と
な
っ
た
た
め
に
二
月
八
日
か
ら
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
収
集
停
止
を
検
討
い
た
し

ま
し
た
が
、
町
に
お
い
て
は
、
み
な
さ

ん
の
家
庭
で
一
ヵ
月
間
燃
え
な
い
ゴ
ミ

を
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

考
え
て
、
予
定
ど
お
り
の
収
集
を
行
い
、

役
場
の
駐
車
場
へ
一
時
ス
ト
ッ
ク
い
た

し
ま
し
た
。

爆
発
事
故
で
壊
れ
た
破
砕
機

爆
発
事
故
の
原
因

　
二
月
七
日
の
爆
発
事
故
の
原
因
を
調

べ
る
た
め
に
、
警
察
官
立
会
い
の
も
と

に
二
月
八
日
の
早
朝
よ
り
調
査
し
た
結

果
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
な
ん
ら
か
の
原

因
か
ら
洗
濯
機
か
冷
蔵
庫
に
ま
ぎ
れ
こ

み
、
発
見
さ
れ
な
い
ま
ま
に
破
砕
機
に

か
か
り
爆
発
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
ま

し
た
σ

町
で
も
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た

　
あ
る
家
庭
の
ご
主
人
が
草
刈
機
に
使

用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
を
、
子
ど
も
た
ち
に

い
た
ず
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
使
用
し

な
い
冷
蔵
庫
の
中
に
保
管
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
古
く
な
っ
た
た
め
に
、
奥
さ
ん

が
中
を
確
認
し
な
い
ま
ま
不
燃
物
の
収

集
日
に
出
し
、
収
集
車
に
積
ま
れ
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ
運
ば
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
は
、
破
砕
機
に
か
か
る
寸
前
に
ガ

ソ
リ
ン
の
臭
い
が
す
る
こ
と
か
ら
発
見

さ
れ
、
無
事
で
し
た
が
、
大
き
な
事
故

に
つ
な
が
る
事
例
と
し
て
、
町
は
厳
重

注
意
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
か
と
思
わ
ず

　
　
　
も
う
一
度
確
認
を

　
今
回
の
事
故
も
町
に
お
け
る
事
例
も
、

い
ず
れ
も
「
ま
さ
か
、
古
い
冷
蔵
庫
の

中
に
危
険
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
は
」

と
思
わ
な
い
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
さ
か
と
思
わ
ず
、
も
う

一
度
中
を
確
認
し
て
か
ら
ゴ
ミ
は
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
燃
物
の
出
し

方
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
ス
プ
レ
ー
カ
ン
に
は
、
必
ず
穴
を
あ

　
け
、
ビ
ン
は
カ
ラ
に
し
て
洗
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

●
体
温
計
・
か
ん
電
池
・
蛍
光
燈
に
は

　
水
銀
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
「
有

　
害
ご
み
」
と
し
て
別
の
袋
に
入
れ
て

　
く
だ
さ
い
。

不
燃
物
の
中
に
は
絶
対
出
し
て
は
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倭

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
物
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
、
業
者
に
引
き
取
り
を
お
願
い
し
て

★
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
阻
爆
発
事
故

に
な
り
ま
す
。
　
（
対
策
睡
必
ず
販
売
店

か
業
者
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。
）

★
タ
イ
ヤ
な
ど
の
ゴ
ム
類
”
燃
や
す
こ

と
も
埋
め
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
（
対

策
目
業
者
に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
）

★
石
油
・
オ
イ
ル
・
薬
品
・
塗
料
の
カ

ン
容
器
匪
爆
発
や
公
害
の
原
因
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
　
（
対
策
”
購
入
の

く
だ
さ
い
。
）

★
か
わ
ら
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
が
れ
き

目
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
な
い
た
め
（
対
策

11

庭
な
ど
に
埋
め
て
自
家
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。
）

★
マ
ッ
ト
レ
ス
や
ソ
フ
ァ
i
類
H
燃
や

す
こ
と
も
埋
め
る
こ
と
も
出
来
な
い
た

め
に
町
で
は
、
一
切
扱
い
ま
せ
ん
（
対

策
”
専
門
の
業
者
に
お
願
い
し
て
く
だ

さ
い
。
）

釦
O－

3
運
動
に

・
5

　
五
月
三
十
日
は
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
で

す
。　

お
た
が
い
に
助
け
合
い
、
住
み
よ
い

ま
ち
を
つ
く
り
、
自
然
を
愛
し
、
き
れ

い
な
水
と
緑
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

》
つ
o

　
町
に
お
い
て
も
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に

合
わ
せ
、
町
内
一
斉
ゴ
ミ
追
放
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
六
月
九

日
の
日
曜
日
五
百
名
を
超
え
る
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
道
路
や
あ

き
地
に
投
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
ゴ
ミ
収

集
場
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
市
街
化
区
域
を
重
点
地
域
と

し
て

　
　
●

ぐ

こ

参
加
を

六
月
七
日
㈲
午
前
八
時

　
　
　
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
重
点
地
域
以
外
に
お
い

て
も
、
こ
の
日
に
ゴ
ミ
収
集
場
の
清
掃

な
ど
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日
　
六
月
七
日
㈹

　
　
　
　
雨
天
の
場
合
は
六
月
十
四
日

実
施
時
間

実
施
場
所

集
合
場
所

午
前
八
時
よ
り
正
午
ま
で

市
街
化
区
域

山
神
公
園
・
原
谷
公
園
・

成
沢
大
沼
（
元
の
坂
上
公

民
館
）
　
お
近
く
の
場
所

へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。



　
新
年
度
に
な
り
、
教
職
員
お
よ
び
町

職
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
区
長
さ

ん
に
も
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
区

野
　
原
　
　
（
）
は
前
任
者

　
岡
田
　
定
一
　
　
（
大
澤

◎
教

職

長正
夫
）

員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
　
　
じ

小
原
駐
在
所
に
西
野
英
司
さ
ん

　
三
月
に
行
わ
れ
た
警
察
の
人
事
異
動

で
、
小
原
駐
在
所
に
西
野
さ
ん
が
着
任

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

氏
　
名
　
西
野
　
英
司
（
三
十
四
歳
）

出
身
地
　
埼
玉
県
川
口
市

趣
　
昧
　
ド
ラ
イ
ブ

　
西
野
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な

る
前
は
、
草
加
警
察
署
（
防
犯
課
）
に

勤
務
さ
れ
数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
、
犯
罪
の

な
い
、
ま
た
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に

た
て
れ
ば
と
の
こ
と
で
す
。
駐
在
所
勤

務
は
初
め
て
で
す
が
、
若
さ
を
生
か
し
、

「
犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
」
に

努
力
し
た
い
と
抱
負
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
困
り
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

若
さ
と
実
行
力
を
兼
ね
備
え
、
町
の
治

安
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
三
六
－
五

三
三
六
で
す
。
前
任
の
宮
　
敬
さ
ん
は
、

県
警
察
本
部
交
通
規
制
課
勤
務
と
な
り

ま
し
た
。

○
江
南
南
小
学
校

教
諭

〃〃〃〃〃

清
水
　
邦
子

鳥
塚
　
映
子

村
岡
明
希
美

森
下
　
和
代

岡
田
　
久
志

霜
田
　
文
江

久
下
小
へ

花
園
小
へ

深
谷
豊
里
小
へ

市
田
小
よ
り

新
採
用

新
採
用

○
江
南
北
小
学
校

　教校教教　教校”諭長諭頭”諭長
〃

村
山
　
正
雄

馬
場
　
洋
二

内
田
　
直
美

宇
治
川
彰
一

坂
本
久
美
子

丸
山
　
　
修

増
田
　
京
子

荒
井
　
洋
子

内
田
　
正
美

○
江
南
中
学
校

校
長

教
諭

〃〃〃〃校
長

服
部
　
喜
昭

羽
鳥
　
清
一

塚
本
久
美
子

吉
岡
　
正
己

桂
田
　
佳
郎

小
暮
　
敏
夫

木
島
　
　
宏

退
職

退
職

退
職

上
尾
東
小
へ

深
谷
藤
沢
小
へ

上
里
東
小
よ
り

川
本
北
小
よ
り

草
加
新
田
小
よ

り浦
和
善
前
小
よ

り大
里
吉
見
小
へ

退
職

比
企
吉
見
中
へ

妻
沼
東
中
へ

深
谷
中
へ

深
谷
明
戸
中
へ

大
里
中
よ
り

教
諭

〃〃〃〃〃〃〃

栗
林
ひ
と
み

塚
田
　
哲
二

栗
原
　
政
広

瀬
山
　
隆
夫

伊
佐
山
省
吾

吉神吉
田住沢

勝明朝
宣美子

◎
町

職

小
川
西
中
よ
り

妻
沼
東
中
よ
り

岡
部
中
よ
り

男
会
中
よ
り

大
幡
中
よ
り

新
採
用

新
採
用

新
採
用

員

●
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

　
根
岸
八
重
子
（
税
務
課
長
）

塚
本
　
正
雄
（
社
会
教
育
指
導
員
）

●
昇
　
格

O
教
育
次
長
　
茂
木
　
弘
行
（
給
食
セ

　
ン
タ
ー
所
長
）

O
保
健
課
長
補
佐
　
新
井
　
健
郎
（
住

民
課
主
査
）

O
教
育
委
員
会
専
門
員
　
大
島
　
　
栄

　
（
教
育
委
員
会
主
査
）

O
教
育
委
員
会
専
門
員
　
大
久
保
光
司

　
（
教
育
委
員
会
主
査
）

●
異
　
動

O
総
務
課

　
主
事
補
　
茂
木
　
正
則
（
新
採
用
）

○
住
民
課

　
主
　
任
　
斉
藤
　
重
子
（
保
健
課
主

　
　
　
　
　
任
）

　
主
任
長
谷
川
守
（
水
道
課
主

　
　
　
　
　
任
）

O
税
務
課

　
課
長
吉
田
久
雄
（
教
育
次
長
）

　
主
事
補
　
関
口
　
　
治
（
総
務
課
主

　
　
　
　
　
事
補
）

O
保
健
課

主
　
任
　
横
村
の
ぶ
子
（
出
納
室
主

　
　
　
　
任
）

O
経
済
課

主
　
査
　
岡
田
　
恒
雄
（
税
務
課
主

　
　
　
　
査
）

○
建
設
課

主
　
任
　
野
本
　
　
誠
（
住
民
課
主

　
　
　
　
任
）

○
出
納
室

　
主
　
査
　
富
田
　
康
夫
（
経
済
課
主

　
　
　
　
査
）

O
水
道
課

　
主
　
任
　
水
野
　
　
薫
（
建
設
課
主

　
　
　
　
　
任
・
区
画
整
理
組
合
出
向
）

O
教
育
委
員
会

　
主
事
補
　
原
田
　
智
宏
（
新
採
用
）

　
派
遣
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
塚
田
　
正
道
（
大
幡
小
）

　
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
中
島
　
武
平

O
給
食
セ
ン
タ
ー

　
所
　
長
　
小
沢
　
信
夫
（
保
健
課
課

　
　
　
　
　
長
補
佐
）

児童福祉週問

5月5～11日）
（5）



あで先は役場総務課費36－1521です。

●

トビツワス

真新しい服に身をつつみ

　4月6日（土）～10日㈹までにあいっいで、

保育所・幼稚園・南，北小学校・中学校

の入学（所・園）式が行われました。

今年あらたにそれぞれの門をくぐるこ

とになった児童の数は、保育所49名、幼

稚園139名、南小学校94名、北小学校74

名、中学校197名で計553名の新入生を
迎えることになりました。

写真は左から、保育園・幼稚園・南小

学校・北小学校・中学校（二段目です。）

懲

難

↓
o
互
O
ω

P
．嚢灘灘錘勲

鰯

おどるわいん発表会

　　4月14日、町の勤労福祉センターにお
　いて関係者ら多数集まり、おどるわいん
　の発表会が開催されました。

　　おどるわいんは、町特産のブルーベリ

　ーとキウイフルーッをもとに農協が事業

1主体となり開発したものです・ネτミン
　グの「おどるわいん」は、野原から出土

　した男女一対の踊る埴輪がもとになって

　います。キウイフルーツワインは自ワイ

　ン、ブルーベリーワインは赤ワインです。

　　くわしくは、江南町農協経済課費36－

　1392へお問い合わせください。

（6）



トビツワス 身近かな話題、ホツトなニュースきお寄せくだごひ。

灘

・＿騰、π

第1回文化講演会

　4月8日、勤労福祉センターにおいて

江南町人材育成推進協議会の主催による

第1回文化講演会が開催されました。

　講師は、テレビ・ラジオや舞台で活躍

中の小沢昭一氏。演題は、「長講一席・小

沢昭一的こころ」で、約1時間半にわた

り、熱のこもったお話しをしていただき

ました。

　人を引きつける巧みな話術に加え、ハ

ーモニカ演奏の披露などに、来場のみな

さんは爆笑したり感心したり、有意義な

時問を過ごしました。

●

ω
〇
五
〇
↑

藤
． 騒鶏、

第4次拡張事業竣工式

　江南町上水道第4次拡張事業竣工式が

4月20日に来賓多数を迎えて、浄水場で

行われました。

　近年の住宅、・工場による需要水量の増

加及び集落排水の普及にともないトイレ

の水洗化などによる使用量増に対応する

ため、平成元年度から6年間の期間をか

けて行われるもので、今回の竣工は、配

水施設の整備（県水受水設備、電気設備、

建物や配水池など）が完成したことによ

り、行われたものです。

（7）



O
　
O
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O
　
O
　
O
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O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

OO幅

㎜
灘
母
子
健
康
手
帳
が

幅

㎜
　
　
　
　
　
新
し
く
な
り
ま
す

⑳軌ゆ

　
今
年
の
四
月
よ
り
母
子
保
健
法
が
一
　
　
い
だ
い
て
い
る
お
母
さ
ん
に
は
、
強
い

鱒
部
改
正
と
な
り
、
母
子
保
健
法
サ
ー
ビ
ス
　
　
味
方
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑳
を
住
民
に
身
近
な
市
町
村
で
行
う
こ
と

。
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

励
　
そ
の
中
で
、
母
と
子
の
健
康
管
理
に

鱒輔
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
母
子
健

軌ゆ

康
手
帳
も
各
市
町
村
で
作
成
す
る
こ
と

鱒
に
な
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
内
容
が
変
わ

幅
り
ま
す
。

幅幡
卿
母
子
健
康
手
帳
に
別
冊
が

㈲
加
わ
り
二
冊
に
な
り
ま
す

婦
　
別
冊
に
は
、
低
体
重
児
出
生
連
絡
票

㈱
を
は
じ
め
神
経
芽
細
胞
腫
検
査
に
つ
い

励
て
・
医
療
費
の
援
護
に
つ
い
て
な
ど
、

㈲
主
と
し
て
埼
玉
県
が
実
施
し
て
い
る
、

婦㈱
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
記
載
さ
れ

励
て
い
ま
す
。

…
内
容
が
充
実
し
ま
す

・
　
従
来
の
項
目
に
、
育
児
の
し
お
り
、

婦
乳
幼
児
の
栄
養
、
事
故
防
止
な
ど
の
内

鑓谷が

加
わ
り
ま
す
の
で
育
児
に
不
安
を

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
は

　
　
　
　
　
　
　
保
健
課
で
す

　
六
月
一
日
よ
り
、
妊
娠
届
出
時
に
新

し
い
手
帳
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
同

時
に
母
親
学
級
の
受
講
案
内
も
し
て
お

り
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
を

　
　
受
け
取
っ
た
ら
…
…

　
ま
ず
、
　
一
通
り
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
妊
婦
自
身
の
記
入
欄
や
保
護

者
の
記
入
欄
な
ど
必
要
な
と
こ
ろ
に
、

で
き
る
だ
け
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
健
康
手
帳
ば
、
お
母
さ
ん
と
お

子
さ
ん
の
健
康
の
記
録
と
し
て
大
切
な

も
の
で
す
。

　
診
察
や
健
診
、
予
防
接
種
な
ど
に
は
、

必
ず
持
っ
て
い
き
必
要
に
応
じ
て
、
書
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O
　
O
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○
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。
c
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駄
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O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

き
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偽

　
ま
た
、
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
健
㈱

康
状
態
、
健
診
結
果
な
ど
の
覚
え
書
き
び
噂

と
し
て
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
　
び
ゃ

　
な
お
、
予
防
接
種
の
記
録
と
し
て
、
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

お
子
さ
ん
の
成
長
の
記
録
と
し
て
も
役
㈱

立
ち
ま
す
。
な
か
に
は
、
娘
さ
ん
が
結
び
矯

婚
す
る
と
き
に
持
た
せ
る
お
母
さ
ん
も
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
小
学
校
入
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

学
後
も
、
ぜ
ひ
大
切
に
保
管
し
て
お
い
・

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
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●

0
㊥
0
⑨

　
第
三
回
大
里
郡
総
合
体
育
大
会
の
総

合
成
績
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
三
年
度
に
行
わ

れ
た
町
村
対
抗
大
会
の
七
種
目
の
成
績

に
得
点
を
つ
け
、
そ
の
総
合
得
点
で
順

位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
昨
年
に
続
き

江
南
町
は
総
合
で
三
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。　

結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
少
年
・
少
女
の
大
会
は
得
点
に

な
り
ま
せ
ん
。

総
合
成
績

七六五四三準優
　　　　　優
位位位位位勝勝

大川岡妻江寄花

里本部沼南居園

村町町町町町町

　　　　　　　パ14192328293436得

　　　　　55点占占占占占占占）

●

4

●
種
目
別
成
績

▽
一
般
男
子
野
球
大
会

出五三準優七
場　　優　月
チ位位勝勝二
1　　　　十
ム江寄大花八
　　　　　日
三南居里園
本　　　　会
ク町町村町場
ラ

ブ2567花　点点点点園
　　　　　町

▽
一
般
卓
球
大
会

九
月
一
日

優
　
勝
　
花

準
優
勝
妻

三
　
位
　
江

出
場
チ
ー
ム

　
会
場
　
寄
居
町

園
　
町
　
7
点

沼
　
町
　
6
点

南
　
町
　
5
点

江
南
町
卓
球
愛
好
会

▽
一
般
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

九
月
一
日

優
　
勝
　
江

準
優
勝
　
岡

三
　
位
　
川

出
場
チ
ー
ム

　
会
　
場
　
寄
居
町

南
　
町
　
7
点

部
　
町
　
6
点

本
　
町
　
5
点

江
南
め
だ
か
ク
ラ
ブ

▽
一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

出五三準優十
場　　優　月
チ位位勝勝二
1　　　　十
ム江岡花寄日

　
会
場

居
　
町

園
　
町

琵
p
　
　
T
J

立
口
　
　
田

南
　
町

妻
沼
町

7
点

6
点

5
点

2
点

江
南
バ
レ
ー
同
好
会

（8）



　
と

　
さ

　
る
謡

筏
ー
ノ
饗

晦
　
、

「
釜
場
」

犠再発見

地
名
は
語
る

「
釜

　
　
　
　
　
　
　
『
カ
ン
バ
』
と
呼
ば

れ
、
小
江
川
地
区
の
西
方
に
あ
り
ま
す
。

高
根
神
社
に
接
し
、
釜
場
沼
を
挟
む
丘

陵
地
で
畑
地
や
山
林
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
地
名
は
い
つ
か
ら
呼
ば
れ
始

め
た
の
か
判
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
戦
国

時
代
の
頃
と
思
わ
れ
る
伝
承
が
あ
り
ま

す
。　

増
田
四
郎
重
富
は
、
文
明
年
間
（
一

四
七
〇
～
八
O
年
代
）
に
野
原
の
増
田

館
（
現
文
珠
寺
内
）
に
居
住
し
た
と
い

い
ま
す
。
重
富
は
小
川
町
高
見
の
四
ツ

山
城
を
本
城
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
周

辺
の
江
南
町
方
面
ま
で
支
配
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
い
つ
の
時
か
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
重
富
が
出
陣
し
た
折
、
カ

ン
バ
の
丘
に
登
り
、
食
事
を
取
っ
た
と

言
い
ま
す
。
飲
食
に
使
っ
た
釜
・
鍋
が

目
立
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
以
来
「
釜

場
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
伝
承
の
域
を
出
ず
真
偽
の
程
は

不
明
で
す
。

　
地
名
辞
典
等
に
よ
る
と
カ
マ
は
窯
・

釜
・
鎌
の
こ
と
で
、
陶
器
を
焼
く
た
め

の
施
設
、
．
煮
炊
き
に
使
用
し
た
金
属
性

の
器
、
草
を
刈
る
刃
物
に
関
係
し
た
意

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
文
字

「
釜
」
に
注
目
す
る
と
煮
炊
き
の
釜
に
な

り
、
凹
ん
だ
場
所
、
行
き
止
ま
り
の
地

形
を
い
う
場
所
が
多
い
よ
う
で
す
。
し

場

一

第23言舌

か
し
、
地
名
を
考
え
る
き
、
文
字
は
時

代
に
よ
り
人
に
よ
り
適
当
な
漢
字
を
当

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
何
ん
と
読
ま
れ

る
の
か
（
読
み
方
）
を
重
視
し
ま
す
。

戦
国
時
代
の
小
江
川
の
場
合
も
「
老
川
」

と
書
か
れ
た
（
関
東
郡
代
伊
奈
氏
文
書
）

く
ら
い
で
す
か
ら
「
釜
」
の
場
合
も
注
意

が
必
要
で
す
。
読
み
か
ら
い
え
ば
、
カ

マ
（
釜
）
で
は
な
く
、
カ
ン
で
す
。

　
地
名
辞
典
な
ど
に
は
、
カ
ン
バ
を

「
神
場
」
・
「
神
庭
」
と
し
、
神
の
い
る

場
所
、
神
社
に
奉
仕
す
る
場
所
・
神
事

な
ど
を
行
っ
た
人
た
ち
を
意
味
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
江
南
町
の
釜
場

は
神
場
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

同
地
に
前
述
の
意
昧
を
跡
づ
け

る
証
拠
が
残
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
昭
和
五
年
発
刊
の

「
大
里
郡
神
社
誌
」
に
は
、
高

根
神
社
は
高
根
山
付
近
よ
り
現

在
の
場
所
（
小
字
山
中
）
に
移
っ

た
と
伝
え
て
い
ま
す
．
ま
た
小
叢
講
、

江
川
地
内
に
点
在
し
て
い
た
小

さ
な
神
社
を
移
転
合
祀
し
た
こ

と
も
記
し
て
い
ま
す
。
本
書
に

よ
れ
ば
釜
場
地
内
に
「
稲
荷
神

社
」
が
所
在
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
明
治
八
～
九
年
に
調
査
さ

れ
た
「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
を
見

る
と
、
小
江
川
村
の
中
に
稲
荷

神
社
は
二
百
十
八
坪
の
敷
地
を
特
つ
と

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
釜
場
地
内
の
ど

こ
か
に
こ
の
社
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
釜
場
の
丘
を
登
る
と
頂
上
付
近
の
畑
に
、

歴
史
の
証
人
の
よ
う
な
椿
の
古
木
が
日
だ

ま
り
の
中
に
た
っ
し
て
い
ま
し
た
。
丘

を
渡
る
風
に
ざ
わ
め
く
枝
葉
の
声
は
昔

日
の
出
来
事
を
つ
ぶ
や
く
よ
う
で
し
た
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
場
所
に
社
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
稲
荷
神
社
は
五
穀
の
神

　
　
　
う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

で
あ
る
倉
稲
魂
命
を
祀
り
ま
す
。
墓
園

造
成
前
に
行
っ
た
発
掘
調
査
で
小
江
川

地
域
で
最
初
に
米
作
り
を
行
っ
た
三
～

四
世
紀
の
村
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
地
名
・
神
社
・
遺
跡

と
継
り
そ
う
で
す
。
こ
の
推
測
が
正
確

か
ど
う
か
あ
の
椿
は
知
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

▽
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
十
日

優
　
勝
　
江

準
優
勝
　
岡

三
　
位
　
妻

出
場
チ
ー
ム

　
会
場
　
岡
部
町

南
　
町
　
7
点

部
　
町
　
6
点

沼
　
町
　
5
点

御
正
プ
リ
ン
ス

小
江
川
A

▽
一
般
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出四三準優十
場　　優　一
チ位位勝勝月
1　　　　十
ム江妻寄花日

　
会
場

園
　
町

居
　
町

沼
　
町

南
　
町

岡
部
町

7
点

6
点

5
占
m

4
点

ホ
ワ
イ
ト
レ
デ
ィ
ー
ス

▽
一
般
男
子
サ
ッ
カ
ー
大
会

出五三準優一
場　　優　月
チ位位勝勝十
i　　　　　ニ
ム江花寄川日

江南園居本
南　　　　会
サ町町町町場

▽
少
年
野
球
大
会

　七月

二
十
八
日

優
　
勝
　
寄

準
優
勝
　
花

　
三
　
位
　
大

　
五
　
位
　
江

出
場
チ
ー
ム

花
園
町
”

7
占
…

6
点

5
点

2
点

　
会
場
　
花
園
町

居
　
町

園
　
町

里
　
村

南
　
町

江
南
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

▽
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
月
二
十
日
　
　
会
場
　
妻
沼
町

優
　
勝
　
川
　
本
　
町

酬

出五三準
場　　優
チ位位勝
i
ム江岡花

江南部園
南

南町町町

ノく

レ

i

▽
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

出五三準優一
場　　優　月
チ位位勝勝十
1　　　　　ニ
ム江川妻大日

　
会
場
　
江
南
町

里
　
村

刀
口
　
丁

、
マ
　
　
　
m
四

本
　
町

南
　
町

江
南
北
サ
ッ
カ
ー
少

年
団

十
日

十
七
日
～

二
十
四
日

春
季
字
別
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

町
民
野
球
大
会
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
運
動
公
園
他
）
　
ー



1百￥陵，、ツニノ

　　　　　国民年金の加入手続きを

　　　　　　　　　　　しましょう

　　　　●まず、加入の手続きを

　　　　「年金なんて遠い将来のこと……」

　　　と思っている皆さんも、やがて必
　　　ずお年寄りになります。老後をより

　　　豊かにするため、その時になってあ

　　　わてないよう、まず加入の届出をし

　　　ましょう。年金は加入しなければ受

　　　けられません。

　　　●国民年金は3種類

　　　　加入の仕方や保険料の納め方がち

　　　　がいます。
　　　①第1号被保険者（20～60歳未満）

　　　　農業・商業・サービス業などの自

　　　営業の人とその家族の人

　　　②第2号被保険者（就職時～65歳未

　　　満〉

　　　　厚生年金保険または共済組合に加

　　　入している人
●③第3号被保険者（2・一6・歳未満）

　　　　厚生年金保険または共済組合の加

　　　入者に扶養されている奥さん（サラ

　　　リーマンの奥さん）

　　　　このうち、第1号被保険者と第3
　　　号被保険者の人がご自分で加入手続

　　　きをすることになります。就職・退

　　　職・結婚など人生の節目にはこの被

　　　保険者の種類が変わりますので届出

　　　が必要となります。

　　　　なお、すでに年金手帳をお持ちの

　　　場合は、年金手帳をご持参ください。

こんなときは届出を

国民年金の加入者は、第1号・第

2号・第3号被保険者の三種類にわ

けられますが、就職・退職・結婚な

ど人生の節目節目にはこの被保険者

の種類が変わりますので届出が必要

となります。

・自営業をやめて会社に就職

・大学を卒業して会社に就職

・会社を退職して自営業者に

・会社を退職してサラリーマンと結

　婚、専業主婦に

・サラリーマン家庭の専業主婦から、

　会社員に

・サラリーマン家庭の専業主婦から、

　自営業者に

※届出は、役場住民課の国民年金係

の窓口です。

※なお、届出にあたっては、必ず

「年金手帳」を持参してください。

第41回利根川水系

連合水防演習

　もう一つの川との付き合い方

　ふだんは、ゆったりと美しい利根

川の流れも、ひとたび台風や大雨な

どで水量が増し洪水の危険が迫ると、

流域の人々には大きな脅威となりま

す。こんな時、地域の安全を守るた

めに活躍するのが水防団の皆さんで

す。いざという時のために日ごろか

ら訓練した水防の技術や方法をわ期

りやすく披露します。

　また、いろいろな企画・工夫をこ

らして行いますので、ぜひご来場く

ださい。

日時5月16日仕）午前9時より

場所

入場

問合せ

妻沼町（利根川右岸河川敷
き）

無料（無料送迎バスがJ　R

熊谷駅より利用できます。）

建設省関東地方建設局河川

部河川管理課

倉03一一3211－6261

戦没者等の遺族に対する

特別弔慰金

　つぎに該当する人の特別弔慰金の
　　　　　　　　　　　　　　　ロ請求受付を6月27日まで行っていま5
す。まだ請求をお済みでない人は、
　　　　　　　　　　　　　　　→
早めに手続きをしてください・　0
対　象（1〉昭和60年4月1．旦から平　『

　　　購島羅騰購・ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　①
　　　がいなくなった戦没者など
　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　の遺族　　　　　　　　　一．
　　　（2〉昭和60年4月2日から平　O

　　　成元年4月1日までの間に、　5
　　　傷病恩給、障害年金などの

　　　受給者が受給の原因となっ
　　　た障害により死亡した場合

　　　で、公務扶助料などの受給

　　　権者がいない戦没者などの

　　　遺族
（前回の特別弔慰金の支給の対象と

なった遺族は対象になりません。）

と
額
付
せ

称
　
　
合

名
金
受
問

第5回い号・18万円の国庫

債券（6年償還）

役場住民課

住民課　内線225

県社会福祉課援護恩給係

aO48－824－2111内線3512

　
　
　
俳
句
会
⑭

　
　
　
　
　
わ
た

た
ん
ぽ
ぽ
の
紫
自
雲
に
吸
は
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

野
地
蔵
の
そ
ば
に
た
ん
ぽ
ぽ
笑
い
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

　
　
　
　
　
わ
た

た
ん
ぽ
ぽ
の
紫
吹
け
ば
と
ぶ
乱
れ
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

　
　
　
　
　
　
た
ん
　
ぽ
　
ぽ
　
　
　
わ
た

野
草
摘
む
子
は
蒲
公
英
の
繋
を
追
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

た
ん
ぽ
ぽ
の
紫
毛
い
づ
こ
へ
青
き
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

蒲
公
英
の
黄
色
優
し
く
風
情
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

た
ん
ぽ
ぽ
は
在
来
種
よ
し
彩
も
葉
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

蓬
餅
野
の
春
が
匂
ふ
茶
店
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

た
ん
ぽ
ぽ
の
繋
吹
き
散
ら
す
利
根
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

蒲
公
英
の
繋
飛
ば
し
つ
つ
児
等
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

濡
れ
切
っ
て
蒲
公
英
の
繋
針
ね
ず
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

蒲
公
英
の
照
る
日
曇
る
日
知
り
お
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
大
地
に
へ
ば
り
つ
い
て
咲

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

天
上
に
問
ひ
か
け
て
い
る
蒲
公
英
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

ε
う
を
勘

課瀕、戴
　　ド～・1⊥！ラ∫・i一　．　】．曽ずビ

　　■　　　　　　 ・　　　＿　・

た
ん
ぽ
ぽ
の
昔
の
色
を
探
し
け
り
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵
ー

蒲
公
英
の
地
に
へ
ば
り
つ
き
咲
き
出
だ

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

こ
の
生
命
深
く
愛
し
て
黄
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

た
ん
ぽ
ぽ
の
踏
ま
れ
て
も
な
ほ
野
を
飾

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

野
仏
を
見
上
げ
て
咲
け
り
黄
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

蒲
公
英
の
紫
ふ
ん
わ
り
と
風
に
散
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
米
子

蒲
公
英
や
土
手
に
笛
吹
く
下
校
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

い
ち
早
く
た
ん
ぽ
ぽ
野
辺
に
人
目
ひ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

た
ん
ぽ
ぽ
や
子
等
も
つ
く
り
し
首
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

星
空
に
蒲
公
英
臥
し
て
ね
む
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
無
縁
仏
の
墓
に
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

お
水
屋
に
水
ま
ん
ま
ん
と
春
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

畦
曲
が
る
ま
ま
に
蒲
公
英
つ
づ
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男



情報パ里リワ

場所埼玉県立深谷青年の家
内　容　ペン・毛習字、バドミント

　　　ン、手品、陶芸、英会話、

　　　中国語、茶道、調理1・H
　　　七宝焼、ハーブ＆ポプリ、

　　　卓球、華道など
費　用　受講料　無料（教材費実費）

定員各20～30名
申込み　5月7日（刺午後7時より

　　　　5月13日休）午後5時まで

　　　直接青年の家へ（先着順）

問合せ　深谷青年の家　費71－7548

　　痴呆（ぼけ）の相談

●同じことを繰り返し話し尋ねたり

　する

●今までできた計算（ひき算・たし

　算）を誤ったり、買物でミスをす

　るようになった。

●衣類がきちんと着られない。

●食事をとった直後でも「食べてな

　い」といって何度も食べる。

●被害妄想が強くなる。　（金・物を

　盗まれた、隠されたなどという）

■保健婦による電話相談

日　時　毎週月曜日～金曜日

　　　　9：00～12＝OO

問合せ　智23－2811
■医師による面接・訪間相談

日時毎月第2火曜日
　　　13：00～14：00

場所熊谷保健所問診室
受　付　熊谷保健所　保健婦課

　　　a23－2811

☆園内・植物振興セン

費83－2841
こ歌舞伎公演

6日（日〉

1阻2時30分
，　土　　　開演
紅7時
甚熊谷会館

舌5000円、一等席4000

二等席3000円

F本忠臣蔵　二　幕

　　上　　一　幕
りお兼　瓢騨連中

劉十郎・坂東彦三郎・

寺蔵他

喬8Fプレイガイド・

k園、ニットモール・

ン楽器、熊谷会館

1日㈲　会館の電話で

勺は翌日9時から

｝館a23－2535

を守る会のつどい

9日（金）　10：00～1：30

呆健所　多目的室

西熊病院

言子先生のお話し

呆健所　保健婦課

3－2811

農林学級（5月・6月）

闇催日 内　　容 時　　問

14日休） 手づくりこん 午前10時

にゃく

17日（日） 野鳥観察 午前10時

17日（日） 木工イスづくり 午前10時

17日（日〉 ミニトマトの 午後1時30分

栽培

24日（日） サツマイモの 午前10時

植付け

24月（日） モロヘイヤ栽 午後1時30分

培講習会
31日（日） サツマイモの 午前10時

植付け

舛日（日〉 木工スライド 午前10時

式本たて

　
　
　
　
　

　
　
所
　
月

　
　
務
1
5

　
　
事
0
（

　
　
讐
座

　
民
園
一
講

料
県
公
3
芸

　
般
林
8
園

無
一
農
8
き

用
付
せ
　
花

　
　
合

費
受
問

⊆
0
眉
σ
ε
』
0
↑
5

開催日 内　　　容 費用

8日㈹ハーブの栽培と楽しみ方 無料

20日（水） 庭で楽しむバラづくり 無料

25日（月〉 初夏の庭仕事 無料

27日（水） 朝顔のあんどんづくり 700円

29日㈹ サツキ開花後の管理 無料

クール生募集

B日（木）～9月9日（水）

一35歳の県内在住在勤

※時間は、午後1時30分
対　象　一般県民

受　付　毎月1日の午前8時30分力

　　　　ら行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

お
誕
生
お
め
で
と
う

三
月
中
届
出

三
　
本

　
　
　
み
　
き

木
村
美
紀

　
　
　
じ
ゆ
ん
い
ち

花
岡
潤
一

押
　

切

　
　
　
ゆ
ゆ
う
や

市
川
竜
也

樋
　
春

　
　
　
よ
し
　
ニ

武
市
佳
子

御
正
新
田

　
　
　
あ
や
の

小
川
綾
乃

　
　
ゆ
　
き
　
ニ

谷
崎
優
季
子

　
　
　
つ
か
さ

舟
橋
　
司

　
　
　
し
よ
う
や

橋
本
翔
也

野
　

原

　
　
　
り
よ
う
す
け

池
戸
良
輔

　
柴

　
　
　
だ
い
ち

長
島
大
知

（

（
敬
称
略
）

）
内
保
護
者

二
女
　
　
　
（
栄
夫
）

長
男
　
　
（
邦
夫
V

長
男
　
　
（
勝
幸
）

二
女
　
　
（
裕
貴
）

長長長長
男男女女

（
昇
）

（
龍
三
）

（
研
司
）

（
博
）

二
男
　
　
（
正
）

長
男
　
　
（
好
一
）

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

三
月
中
届
出

笠
原
政
治

村
山
清
子

田
中
盛
司

横
瀬
ミ
ネ

神
谷
　
竹

半
田
　
清

岡
部
福
治

小
島
節
男

年
齢
（
敬
称
略
）

76

歳
押
　
切

46

歳
樋
　
春

75

歳
須
賀
広

66

歳
野
　
原

81

歳
野
　
原

49

歳
小
江
川

62

歳
小
江
川

41

歳
板
　
井

救急出動状況平成4年ごき町民のう
救急出動状況 3　月 累　計

交　　　　　通 3件 10件
一　般　負　優 3件 4件

急　　　　　病 15件 41件
そ　　の　　他 5件 8件

合　　　　　計 26件 63件

現在4月1日

∠麹事故7
人口11，948－1

　男5，901十3
　女6，047－4
世帯3，342十44月3月2月1月

11，950

11，940

11，930

人／戸

3，340

3，330

3，320

（11）



’態

撫

　　　　　たい　　　き

福田大己ちゃん
　平成3年5月28日生

　福田　資・富美子さんの

長男（11ヶ月）　御正新田

　「ごきげんな時は、おね

えちゃんも、びっくりする

ほど大きな声を出していま

す。丈夫で素直な子に育っ

てほしい……」とお母さん。

　　　　　みち　　こ

関口道子ちゃん
　平成3年6月12日生
　関口　智・幸子さんの

長女（10ヵ月）　　成　沢

　「わたし、お兄ちゃんに

泣かされてばかり！

　でも、めげずに後を追い

かけています。元気で心や

さしく育ってほしい……。」

　　　　　み　　　　か

　鎌塚美香ちゃん
　平成3年6月18日生

　鎌塚美良・和子さんの

長女（10ヵ月）　樋春
　「二番目のせいか、とて

もオチャメな子です。

　思いやりのある、やさし

い女の子に育ってほしい…

一」とお母さん。

　　　　届　　 諏騨　融劃
薮

　　　　よう　　すけ

大木陽介ちゃん
　平成3年5月1日生
　大木利夫・浩実さんの

二男（1歳）　千代
　「五月の空に泳ぐこいの

ぼりのように、元気でたく

ましく育ってほしい……」

とお母さん。

我
が
家
の
生
産
物
を

柴

使
っ
た
自
慢
料
理

と
り
肉
の
黄
金
煮

訓
子
さ
ん
　
（
柴
〉

▼
材
料

　
と
り
胸
肉
…
…
：

卵
黄
…
…

小
麦
粉

　
塩

　
こ
し
ょ
う

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
：

（
煮
汁
）

　
だ
し
：
：

軸

：
四
〇
〇
g

：
二
～
三
個

二
房

：
ニ
カ
ッ
プ

冷とり肉の多金麦、

▼
砂
糖
…
…
…
…
…
…
・
・
大
さ
じ
二
杯

　
み
り
ん
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
二
杯

　
し
ょ
う
油
…
…
…
…
…
大
さ
じ
三
杯

▼
作
り
方

囹
と
り
肉
は
皮
、
あ
ぶ
ら
み
の
部
分
を

取
り
除
き
、
お
お
よ
そ
大
き
さ
を
そ
ろ

え
薄
く
、
そ
ぎ
切
り
に
す
る
。

囹
そ
ぎ
切
り
し
た
と
り
肉
に
塩
、
こ
し

ょ
う
を
し
て
、
小
麦
粉
を
う
す
く
つ
け

る
。囹

卵
黄
を
と
き
、
小
麦
粉
を
つ
け
た
と

り
肉
に
天
ぷ
ら
の
衣
を
つ
け
る
よ
う
に

か
ら
め
油
で
揚
げ
る
。

囹
煮
汁
の
調
味
料
を
合
わ
せ
て
一
煮
だ

ち
さ
せ
、
こ
の
中
に
油
で
揚
げ
た
と
り

肉
を
入
れ
て
、
味
が
つ
く
ま
で
煮
る
。

囹
塩
ゆ
で
し
て
一
口
大
の
お
お
き
さ
に

切
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
煮
汁
の
中
に

入
れ
て
味
を
含
ま
せ
、
つ
け
合
わ
せ
に

す
る
。

恥
隔
恥
恥
．

　
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
番
目
の
夜

が
「
八
十
八
夜
」
。
今
年
は
五
月
一
日
に

当
た
り
ま
す
。

　
“
夏
も
近
づ
く
…
…
”
と
歌
に
も
あ

る
よ
う
に
、
八
十
八
夜
を
す
ぎ
る
と
、

気
候
が
春
か
ら
初
夏
に
向
い
、
霜
の
心

配
が
な
く
な
る
た
め
、
昔
か
ら
農
家
μ

と
っ
て
は
、
農
作
物
の
大
切
な
目
安
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
八
十
八
夜
の
別
れ

霜
と
か
、
忘
れ
霜
と
い
っ
た
表
現
も
、

本
格
的
な
農
作
業
到
来
と
い
う
意
味
を

こ
め
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
暦
ど
お
り
に
い
か
な
い
の

が
自
然
。
八
十
八
夜
を
す
ぎ
た
後
も
霜

の
降
り
る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
関
東

で
は
五
月
中
旬
す
ぎ
ま
で
は
注
意
を
怠

れ
ま
せ
ん
。

　
八
十
八
夜
と
い
う
と
、
関
連
し
て
思

い
浮
か
ぶ
の
が
茶
摘
。
八
十
八
夜
の
こ

ろ
を
中
心
に
、
三
十
日
～
四
十
日
間
隔

で
一
番
茶
、
二
番
茶
、
三
番
茶
と
摘
み

と
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
新
茶
の
摘
み
と
り
の
こ
ろ
に
な
る
と
、

全
国
の
茶
の
産
地
で
は
茶
祭
り
な
ど
の

行
事
が
催
さ
れ
、
茶
園
を
訪
れ
る
人
に

新
茶
を
ふ
る
ま
う
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
茶
摘
み
の
光
景
も
地
域
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
見
て
楽
し
い
も

の
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
一

日
、
ご
家
族
で
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。




